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Ⅰ．問題と目的 

 

 キャンセレーションタスク（cancellation task）とは、眼前に提示された多くの刺激から、

キャンセルすべきターゲット（target）と、キャンセルしないディストラクタ（distractor）

を区別し、ターゲットをできるだけ速く見落とさないようチェックする課題である。刺激に

は文字や図形が用いられ、ランダムにもしくは整列して配列される。 

その研究の発端は、Albert（1973）による視覚的無視の患者に対するシンプルテストにあ

るとされている。それ以降、キャンセレーションタスクは半側空間無視患者やアルツハイマ

ー患者を中心に行われるようになり（Amieva et al., 1999）、刺激の種類、数、配置等を変え

て検討されている（Geldmacher, 1996; Geldmacher, 1998; Geldmacher et al., 1999）。そこ

では、ターゲットとディストラクタの比率（以下 T/D 比）が小さいほど（Geldmacher, 1996）、

ターゲットとディストラクタの形態の差異が明瞭なほど（Geldmacher, 1998）、ランダムよ

りも整列して刺激が配列されるほうが（Huang et al., 2008）キャンセリング効率が高くなる

ことが指摘されている。分析としては、エラーと時間からの検討が必要だが、両者を同時に

検討しうる Performance Score（以下 PS とする）が求められることが多い（Geldmacher, 

1996）。また PS 以外の検討をする研究もあるが（Nakajima et al., 2013）、その数は少ない。

近年では、右半球疾患 （Bottini et al., 2003）や ADHD（Jones et al., 2008）など応用的な

活用が検討されている。 

ところで、知的障害者では、視覚走査、注意、プランニング、抑制機能、処理速度などに

困難を示すことが古くから指摘されているが（Masson et al., 2010; Haishi et al., 2011; 

Haishi et al., 2013; Ikeda et al., 2013）、その実態や要因については十分明らかではない。キ

ャンセレーション課題は、実験参加者の関心ある刺激を用いて、比較的短時間で簡便に計測

できるなど、知的障害者を対象とした研究に適していると考えられるが、筆者の知る限りそ
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れはまだなされていない。 

本研究では、知的障害者のキャンセリング機能について、次の 2 点に焦点を当てて検討す

る。第一に刺激配列で、ランダムと整列の 2 条件を行う。整列配列がキャンセリング手順を

視覚的・直感的に提示する一方、ランダム配列では手順をプランする必要がある。第二に刺

激の種類で、刺激がすでにある文字か、存在しない文字かの差異を検討する。存在しない場

合視覚判断への依拠が高まると推察される。加えて、知的障害を知的機能により 2 群に分類

し、知能の影響についても検討する。 

 

Ⅱ．方法 

 

１．実験参加者 

実験参加者はある事業所の福祉・支援サービスを利用する青年・成人期の知的障害者 26

名（男性 18 名、女性 8 名）で、平均年齢は 39.4±8.4 歳（17～58 歳）、平均 IQ は 36.0±10.0

（20～61）である。全員が右手で筆記する者である。実験参加者を IQ35 以上である軽中度

群と 34 以下である重度群に分けた。軽中度群は 13 名（男性 7 名、女性 6 名）で平均年齢は

40.3±8.0 歳、平均 IQ は 43.9±7.7 であり、重度群は 13 名（男性 11 名、女性 2 名）で平均

年齢は 38.5±8.6 歳、平均 IQ は 28.0±4.2 である。両群に年齢の統計的な差はなく

（F(1,24)=.293, n.s.）、男女比率にも統計的な差はない（χ2(1, N=26)＝2.889, n.s.）。 

実験に際しては事業所の承諾を得るとともに、すべての実験参加者に説明し同意を得た。 

 

２．実験デザインと刺激 

実験デザインは、刺激 2 条件（すでに存在する数字、存在しない数字）、配列 2 条件（ラ

ンダム配列、整列配列）、実験参加者群 2 条件（軽中度群、重度群）の 2×2×2 の 3 要因混

合計画である。 

刺激について、ターゲットは、アラビア数字の３、左右反転したアラビア数字（以下鏡数

字とする）の３、ディストラクタはアラビア数字の２、鏡数字の２である。ターゲットとデ

ィストラクタの組合せはアラビア数字の３と２、鏡数字の３と２である。1 つの課題の総刺

激数は 50 個、そのうちターゲットを 10 個、ディストラクタを 40 個、T/D 比 1:4 とした。 

刺激配列については、横 10 個×縦 5 行に整列して配置される整列配列と、50 個がランダ

ムに配置されるランダム配列の 2 条件を設定した。なお、課題は A4 用紙に印刷されている。 

 

３．手続き 

実験参加者は、机に向かい着席し、名前、性別、年齢を記録用紙に記入した。その際、実

験参加者の利き手を確認した。最初に一列だけのキャンセレーション課題を練習したのち本

実験を開始した。課題用紙は裏返されており、開始合図と同時に実験参加者が自分で用紙を

表に返し、チェックを開始した。最初のチェックから、終わってペンを置くまでの時間をス

トップウォッチで計測した。終了後、｢これは何ですか？｣と聞き、ターゲットとディストラ

クタを音声で命名できるか確認した。 

課題は、整列配列・数字課題、整列配列・鏡数字課題、ランダム配列・数字課題、ランダ

ム配列・鏡数字課題の 4 課題で、実施順序は実験参加者間でカウンターバランスをとった。 
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４．処理と分析 

エラー数、所要時間、およびそれらの影響を含めた指標である PS を求めた。PS は次の式

で求め、値が大きいほど単位時間における正答数が多い、つまりキャンセリング効率が高い

ことを意味する。 

PS＝(CR/TTa)×(CR/TTi) 

CR:correct responses,  TTa:total targets,  TTi:total times 

 得られたそれぞれのデータについて、配列（2 水準）×刺激（2 水準）×実験参加者群（2

水準）を要因とする 3 要因分散分析を行った。統計処理は、SPSS を用いた。 

  

Ⅲ．結果 

 

表 1 は、各課題におけるエラー数の平均と標準偏差である。3 要因分散分析を行った結果、

主効果と交互作用いずれも有意ではなかった（配列: F(1,24)=3.142, n.s., 刺激: F(1,24)=.722, 

n.s., 実験参加者群: F(1,24)=.106, n.s., 配列×刺激: F(1,24)=0, n.s., 配列×実験参加者群: 

F(1,24)=.087, n.s., 刺激×実験参加者群: F(1,24)=.321, n.s., 配列×刺激×実験参加者群: 

F(1,24)=1.770, n.s.）。 

 

表 1 各課題におけるエラー数の平均と標準偏差（単位は個） 

  

 

整列配列 ランダム配列 

  

 

数字 鏡数字 数字 鏡数字 

 

n M SD M SD M SD M SD 

軽中度群 13 .15 .38 .15 .38 .23 .60 .62 1.45 

重度群 13 .15 .55 .38 .65 .54 1.39 .38 .65 

 

表 2 は、各課題における時間の平均値と標準偏差である。3 要因分散分析を行った結果、

配列の主効果（F(1,24)=17.721, p<.01）は有意であったが、それ以外の主効果および交互作

用はいずれも有意ではなかった（刺激: F(1,24)=2.581, n.s., 実験参加者群: F(1,24)=2.138, 

n.s., 配列×刺激: F(1,24)=.926, n.s., 配列×実験参加者群: F(1,24)=.081, n.s., 刺激×実験参

加者群: F(1,24)=.219, n.s., 配列×刺激×実験参加者群: F(1,24)=.484, n.s.）。 

 

表 2 各課題における時間の平均値と標準偏差（単位は秒） 

    整列配列 ランダム配列 

    数字 鏡数字 数字 鏡数字 

 

n M SD M SD M SD M SD 

軽中度群 13 24.1 11.9 27.5 15.0 28.1 13.6 32.2 16.7 

重度群 13 36.5 20.7 36.4 27.0 39.3 21.7 43.5 28.2 

 

表 3 は、各課題における PS の平均値と標準偏差である。3 要因分散分析を行った結果、

実験参加者群の主効果（F(1,24)=5.01, p<.01）、配列の主効果（F(1,24)=14.401, p<.01）は有

意であった。刺激種の主効果およびすべての交互作用は有意ではなかった（刺激: 
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F(1,24)=1.128,  n.s., 配列×刺激: F(1,24)=.907, n.s., 配列×実験参加者群: F(1,24)=1.065, 

n.s., 刺激×実験参加者群: F(1,24)=1.822, n.s., 配列×刺激×実験参加者群: F(1,24)=.013, 

n.s.）。ここから、軽中度群は重度群よりキャンセリング機能が高いこと、整列配列はランダ

ム配列よりキャンセリング効率が高いことが明らかとなった。 

 

表 3 各課題における PS の平均値と標準偏差 

    整列配列 ランダム配列 

    数字 鏡数字 数字 鏡数字 

 

n M SD M SD M SD M SD 

軽中度群 13 .52 .30 .47 .26 .43 .25 .34 .17 

重度群 13 .32 .11 .34 .14 .27 .10 .26 .10 

 

Ⅳ．考察 

 

本研究では、知的障害者の視覚走査機能について、キャンセレーションタスクを用いて知

的機能の影響、配列、刺激種の 3 点から検討した。以下、エラーと時間の両面を検討しうる

PS の結果をもとに考察を進める。 

 まず知的機能の影響については、知的機能が高い群の方で成績が高かった。視覚走査機能

が知的機能と一定の相関をもつものであることが指摘される。 

 次に配列の影響については、ランダムよりも整列配列で効率が高くなるという結果であっ

た。先行研究ではそうした知見が得られているが（Huang et al., 2008）、今回の結果はそれ

を支持するものである。なお、実験参加者と配列で交互作用がみられなかったことから、こ

の傾向は知的水準に関係ないことが示唆されるが、さらなる検討が必要である。 

 最後に刺激種である。存在する数字とそれを鏡映にした実際には存在しない鏡数字の 2 種

類を比較したが、両者に有意な差は認められなかった。これは鏡映にした数字でも、実質は

3や 2と同水準で知覚した可能性を考え得る。今後はさらに複雑な刺激を設定するなどして、

既知の文字と未知（未学習）の文字、言語化できる記号とできない記号の差異などの検討が

必要であると考えられる。 

 

付記 

 

 本実験への参加を快諾してくださった方々に心より感謝申し上げます。また、ご援助いた

だきました事業所スタッフの方々に深謝いたします。さらに、研究を進める上で竹迫恵美さ

ん（東京学芸大学）の協力を得ました。感謝いたします。 
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ABSTRACT 

A cancellation task is a paper-and-pencil test that requires placement of a mark 

through each occurrence of a specific target displayed in an array of distracters on a sheet 

of paper, as quickly and accurately as possible. This study investigated performances of 

intellectual disabilities in cancellation tasks with various stimulus arrays and stimulus 

materials. Participants were 13 people with mild to moderate intellectual disabilities and 

13 people with severe or profound intellectual disabilities. The experimental design was a 

three-way mixed model with severity level for intellectual disability (mild to moderate, 

severe or profound) as a between-subjects factor and stimulus array (random, orderly) 

and stimulus material (number, mirrored number) as within-subjects factors. Number of 

errors, times to complete the task, and the performance score was used in the analysis. 

The results revealed that people with mild to moderate intellectual disabilities showed 

better performance than people with severe or profound intellectual disabilities. The 

results also revealed that performances were higher in the orderly array than in the 

random array. These results suggest that cancellation in people with intellectual 

disabilities is affected by severity level of intellectual disability and stimulus array, 

respectively.  
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